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1. はじめに 
一般に，会議や研究室のゼミにおいて PC を用いて資料の
提示や場の記録を行うと，プレゼンテーション資料やテキス

トの議事録だけでなく，ビデオや音声ファイル等多くのデー

タが発生する．会議後により深く会議内容の把握や再考察を

するために，それら各個人が保存した資料を閲覧し，また会

議の参加者間でやりとりする場面もしばしば見られる． 
それらのビデオやプレゼンテーション，テキストのデータ

が，相互に関連付けられ閲覧できるようになれば，会議後に

参加者だけでなく，欠席者まで議事内容を容易に把握できる

ようになると考えられる．しかしながら複数の参加者の PC
の中にあるデータを集めることと，相互に関連付けて編集す

る作業には多大な労力がかかる傾向にある． 
そこでこれまで，データの収集や編集，アップロード等に

ついてできる限り労力をかけることなく会議の場にいなかっ

た人にまで会議の一連の流れが容易に把握できるような

Web ページを自動的に作成するシステムについて提案を行
ってきた[1]． 
このシステムは機能的に分けてメディアレコーダ，メディ

ア統合サーバ，メディアビューア部の３部分から成る．メデ

ィアレコーダは会議中に発生するプレゼンテーション資料や

テキストの議事録，ビデオ，音声ファイル等のデータを記録

し，メディア統合サーバに登録するプログラムである．メデ

ィア統合サーバはメディアレコーダから記録・蓄積されたコ

ンテンツをメディアビューアに配信する機能を持っており，

メディアビューアからのリクエストに対して，登録されてい

るコンテンツを時間情報やユーザのインターフェイスの指定

等から抽出し，動的に作成し配信するまでの機能を持つ．メ

ディアビューアは記録されたコンテンツを閲覧する機能を持

っており，メディア統合サーバにアクセスして記録・蓄積さ

れたコンテンツを閲覧する機能を持つ． 
本システムではこれまで記録されたビデオや音声を検索す

る際に，会議中に参加者間で記録されたテキストをもとにし

た検索を行い，そのテキストの入力された時間から検索する

手法を考えていた．しかしこの手法では，あるトピックに対

するビデオや音声を検索することはできても，その個々の検

索結果が会議の中でどれくらい重要であったのか，というこ

とまでは検索は不可能であった．そこで本稿では「今会議で

行われている内容」と，会議内容の「重要度」の二点を考え

て会議録をより詳細に検索する手法を考える． 
 
2. 研究の背景 
2.1. 想定する環境 
本稿で対象とするのは PC を用いて資料の提示や場の記録
を行う会議や研究室のゼミである．図 1に会議の模式図を示
す． A から E は会議の参加者であり，各個人ノート PC を
使用している．E は発表者であり，自分のノート PC を用い
てプレゼンテーションを行っている．Aと Dのノート PCに

はカメラがついており，会議の状況のビデオを撮影している． 
 

図1.  想定する環境 
 
2.2. コンテンツの流れ 
会議で発生するデータを整理するにあたり，本節ではそれ

らのデータが記録され人に閲覧されるまでの過程を考察する． 
一般的なテレビ放送やインターネットで提供される VoD
等の映像コンテンツについて考えると，人に閲覧されるまで

にこれらのコンテンツは大きく分けて以下の 4つの過程を経
ていることが考えられる． 
① コンテンツの存在 
② コンテンツの記録 
③ コンテンツの編集 
④ コンテンツの閲覧 
①の「コンテンツの存在」は，コンテンツとなるような情

報が存在していることである．話題となる人や物，出来事な

どが特定の場に存在することである．②の「コンテンツの記

録」は①で存在しているコンテンツをビデオカメラやマイク

で記録・蓄積することである．③の「コンテンツの編集」は

②で記録されたデータを閲覧する際に，より内容が理解でき

るように編集しなおす過程である．④は最終的に閲覧者にコ

ンテンツが提供されることである．①から④までのコンテン

ツの流れの図を図 2に示す． 
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図2.  コンテンツの流れ 

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ



2.3. 会議で発生するデータの流れ 
ここでは前節で述べたコンテンツの流れを，会議で発生す

るデータについて照らし合わせるとどのようになるかを考察

する． 
①「コンテンツの存在」は会議やゼミの行われている場所

が相当する．ここでは会議に関係するプレゼンテーション資

料やテキストの議事録だけでなく，ビデオや音声ファイル等

多くのデータが発生すると考えられる．②「コンテンツの記

録」ではそれら発生する多くの種類のデータを記録・蓄積す

ることと考えられる．③「コンテンツの編集」では，②で蓄

積されたデータを会議後に相互に編集・関連付けを行い，1
つの会議の多種類のメディアがひとまとまりになっているマ

ルチメディア議事録としてコンテンツを作成することと考え

られる．④「コンテンツの閲覧」は会議後に③で作成した会

議のマルチメディアコンテンツを閲覧することと考えられる． 
このように対象とする会議の形式を 4つの過程に分け考察
すると②「コンテンツの記録」と③「コンテンツの編集」の

過程で多大な労力がかかることが分かる． 
まず②「コンテンツの記録」の過程について考える．この

形式の PC を用いた一般的な会議では会議で発生したプレゼ
ンテーション資料やテキストの議事録，ビデオや音声ファイ

ルのデータは，その多くが個々の参加者の PC にバラバラに
保存されている．そのためそれらのデータを統合的に保存し

ようとすると，会議の参加者に自分の作成したデータを一定

場所に保存してもらうためのアナウンスが必要になり，その

データを保存する記録スペースや手段も考慮しなければいけ

なく，その上それら個々の参加者にファイル転送をしてもら

う手間も必要になる． 
次に③「コンテンツの編集」について考える．会議で発生

するデータは前述したとおりビデオや音声ファイルのような

連続メディアだけでなくプレゼンテーション資料やテキスト

議事録等のデータも存在する．それらのデータは時間軸に従

って相互に参照できるよう統合的に 1つのコンテンツにする
と会議の状況が詳しく把握することが可能になると考えられ

ており，Microsoft Producer for PowerPoint 2002[2]のよう
なツールも存在する．しかしながらそのようなツールは記録

したデータの種類が多いほど編集労力が必要であり，時間情

報の記録されていないデータを統合する際には，それらのデ

ータひとつひとつに手動で時間を設定する必要がある．その

上作成されたコンテンツを公開する際についてもアップロー

ドや参加者への通知等の手間が必要になる． 
そこでこれまで②「コンテンツの記録」部分と③「コンテ

ンツの編集」部分に焦点を当て，コンテンツを閲覧するまで

の一連の過程の中で，必要となる労力をできる限り削減する

ことを目標に，会議の場にいなかった人にまで会議の流れが

容易に把握できるような Web ページを自動的に作成するシ
ステムについて提案を行ってきた． 
 
3. システムの全体像 
3.1. システムの機能構成 
本節ではシステムの全体像について述べる．図 3にシステ
ムの全体の機能構成図を示す．システムは 
・メディア統合サーバ 
・メディアレコーダ 
・メディアビューア 
から構成される． 
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図3.  機能構成図 

 
(1) メディアレコーダ 
メディアレコーダは参加者のノート PC 等の上で動作する
プログラムである．これは会議中のプレゼンテーション資料

やテキストの議事録だけでなく，会議中に発生するビデオや

音声ファイル等全てのデータを記録する機能を持つ．記録し

たデータはメディア同期登録部を通じメディア統合サーバに

アップロードされる．本研究室で開発している ASSIST[3]に
External Data Converterというツールがあるが，これを用
いることによって会議で発生するデータは PC 端末から得る
だけでなく，DV カメラやデジタルカメラからも得られるよ
うにする． 
(2) メディア統合サーバ 
メディア統合サーバはコンテンツが記録・蓄積されるサー

バである．メディアレコーダからメディア同期登録部を通じ

てアップロードされたデータはメディア統合サーバ内のデー

タベースに登録され，データは蓄積される．登録されたこれ

らのデータはメディアビューアの要求に応じて配信される．

ビデオや音声等のストリーミングデータはメディアサーバ部

を通じて配信される．メディアサーバ部は現在のところ

Windows Media サービス [4]のストリーミングサーバを使
用する予定である．また非同期で参照する際に発生する，新

たな意見やそのやりとりによる非同期のディスカッション，

会議後に付け加わる資料を登録できるようにメッセージ登録

部がある．ここを通じることにより非同期にコンテンツをメ

ディア統合サーバにアップロードして登録することができる．

同様にコンテンツ編集部を通じることによりすでに登録され

ているコンテンツを編集することも可能である． 
(3) メディアビューア 
メディアビューアは記録されたコンテンツをメディア統合

サーバより，ページ作成部やメディアサーバ部を通じて閲覧

するためのブラウザである．前述したとおりメッセージ登録

部やコンテンツ編集部を通じて，コンテンツの登録や編集を

非同期に行うことも可能である． 
 
3.2. テキストメディアレコーダ 
各ノート PC には会議の進行を記録していくテキストメデ
ィアレコーダがインストールされている．これは機能構成図

の中でメディアレコーダにあたる．テキストメディアレコー

ダ の ウ イ ン ド ウ の 例 を 図 4 に 示 す ．
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（雑）平島＞これが分散協調ゼミ議事録です

（発）ﾄﾞﾙﾌｨﾝ＞資料集めと考察が大変だ、と。
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図4.  テキストメディアレコーダ 

 
ここでいうテキストメディアレコーダとは複数人で協調し

て行えるチャット形式の議事録である．ウインドウ下の空欄

にメッセージを打ち込み送信することにより，参加者全員の

テキストメディアレコーダウインドウ上のテキストボックス

に表示される．メッセージ内容に応じて「議事録」や「意見・

疑問」「雑談」等送信する際に指定することにより，そのメッ

セージの種類が時間情報と共に記録される． 
会議の進行と共に各ノート PC にビデオや音声，プレゼン
テーションのファイル等様々なファイルが生成されるが，こ

れら生成されたファイルはメッセージと共にテキストメディ

アレコーダで，発生した時間情報や発生場所の情報と共に記

録され蓄積される．このときの会議の模式図を図 5 に示す．
尚，テキストメディアレコーダはアドホック環境下において

動作することも可能にする． 

図5.  会議で発生するデータの自動アップロード 
 
現在の多くの会議において，一部の人の意見により大半の

時間が占められ，多くの参加者が意見できる時間が少ない，

という現状がある[5]．効率的な会議を行うためには，参加者
全員ができる限り意見を平等に発言できることが必要である．

このテキストメディアレコーダを用いることによって，発表

者が話している間でさえも参加者全員が現在進行している会

議に平行して，意見を会議参加者間でやりとりすることも可

能になる 
テキストメディアレコーダによって時間情報と共に記録・

蓄積されたコンテンツは，ネットワークに接続されているな

らば，即時サーバにアップロードされる．ネットワークに接

続されていないならば，次に接続されるときまでローカルに

蓄積され，接続されたことを検知すると同時にサーバにアッ

プロードされる． 
 
3.3. 記録されたコンテンツの登録と閲覧 
アップロードされたコンテンツは，記録された時間情報を

もとにメディア統合サーバ内で蓄積される．サーバに蓄積さ

れたコンテンツはメディアビューアの要求に応じて，会議ス

ケジュール機能等と連動し，適切なものが配信される．コン

テンツが配信されるまでの順序を図 6に示す． 

図6.  コンテンツが配信されるまでの順序 
 
配信される複数のコンテンツは時間情報によって相互に関

連付けられてブラウザに提供される．コンテンツの表示イン

ターフェイスの例を図 7に示す． 
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図7.  コンテンツ表示インターフェイスの例 

 
各テキスト発言のリンクをクリックすると，そのメッセー

ジが入力された時点のビデオ等の連続メディアが再生され，

参照されていた Web ページや資料も時間に従って提示され
る．またビデオが複数登録されている場合は，自由にビデオ

の切り替えが可能である． 
 
4. 重要な場面の抽出法 
記録された会議録を閲覧時に効率的に把握するためには会

議内容の検索機能は非常に重要な機能である．ビデオ等連続

メディアを会議中に記録したテキスト議事録と関連付け，会

議や講義など場の記録を行うシステムは存在するが[6]，既存
のシステムの会議内容検索機能は，ビデオに関連付けられた

テキストや音声からの検索が主である． 
しかしながら，これらの手法はでは検索の機能的に不十分

であると考えられる．例えば，ある会議内容から”ubiquitous”
等の単語を検索し，20箇所の検索結果が提示されたとしても，
それらのうちどの検索結果がプレゼンテーション中に発言さ

れた内容なのか，ディスカッション中に討議されたアイディ

アなのか，それとも雑談中に発言されたあまり意味の無い言

自動にアップロード

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

○■△□×●！！
･･････････････････
･･･････････・・

メディア統合サーバ

：テキスト
：ビデオ
：他の資料等T

T

T

T

V

V

Ｏ

T

V

Ｏ

意
見
の
交
換

特定の会議の

コンテンツを要求

先週の
会議内容が
知りたい

登録されたスケジュール
情報から提供するコンテ
ンツを決定

１

２

３

コンテンツを配信

13:30 16:00

メディア統合サーバ



葉なのか，明示化されない． 
そこで本章では「今会議で行われている内容」と，会議内

容の「重要度」の二点を考えて，会議の中のどれくらいの重

みを持っているのかを考慮して会議録や連続メディアを検索

する為の手法を考える． 
 

4.1. 会議内容の明示化 
時間に従い会議で行われている内容を把握するために，こ

こでは会議参加者が協調して何が行われているのかを提示す

る手法を考える．参加者は「議題の開始」や「プレゼンテー

ション中」，「ディスカッション中」，「雑談中」，「議題の結論

中」等あらかじめ用意されている項目から選びテキストメデ

ィアレコーダを通じて入力してもらうようにする．提示する

人は場合に応じて代表者 1名でも複数人でも対応できるよう
にする． 
こうして状態の遷移を時間情報と共に蓄積することにより，

会議後にビデオや音声を閲覧する際，ある程度会議全体の流

れを理解することができ，希望するビデオや音声の地点を効

率的に探し出すことが可能になると考えられる．たとえば会

議で結論された内容を把握する必要がある場合には「議題の

結論中」が多く提示されている地点を閲覧することにより把

握が可能になり，その結論に至った経緯を把握したいのなら

ば，時間的に「議題の結論中」の前にある「ディスカッショ

ン中」や「プレゼン中」から閲覧することによって把握が容

易に可能になる．会議内容の明示化の図を図 8に示す．図上
部にあるアイコンは，その時間に発生したデータを示してい

る． 
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ディスカッション
中

雑
談
中

議
題
の
結
論
中

雑
談
中

結論を知りたい
ときに参照

結論に至った経緯を
知りたいときに参照  

図8.  会議内容の明示化 
 
4.2. 重要度の明示化 
「重要度」とは現在の議事の中での価値的評価の度合いで

ある．ディスカッション中に発言された内容に対して新しい

アイディアや発見等，結論に大きく左右し会議の中において

重要な発言だと感じたときに参加者に提示してもらう．重要

度の提示の方法は，会議が行われているときにリアルタイム

にキーボードの特定のキーを叩く方法や，会議中に一定時間

レビュータイムを数回取り，その時間に振り返ってもらい重

要度を議事録のメッセージごとに設定してもらう方法等さま

ざま考え，それぞれを検索の品質の向上や重要度の設定の妥

当性等に関する比較検討を行う． 
会議後，議事録やビデオを閲覧する際，この重要度が多く

の参加者から提示されている地点が，特に議事の中で重要視

された情報がある地点だと考えられる．たとえば前述の進行

状況が「ディスカッション中」で記録されている時間が 20
分間あるとすると，「重要度」の情報を用いることによって，

その 20 分間の中でも多くの人から注目された地点のみを検

索することができる．つまりは重要度を用いることによって，

そのときに行われていた「プレゼン中」や「ディスカッショ

ン中」等の種類の中でも，局所的に情報の重要度を調べるこ

とができる．図 9に重要度の明示化の図を示す．図 8と同じ
く図上部のアイコンは，その時間に発生したデータを示して

いる． 

t（時間）

「重要度ボタン」
を押した回数
（回）

０

２０

４０

１．０ ２．０

この二つのところに重要な
議事が集中していると判断

 
図9.  重要度の明示化 

 
このように会議の場の状態の遷移やそのときの重要度を考

えることにより，例えば「ディスカッションの中で多くの人

から注目されるような内容だった時点」や「結論の中でも多

くの参加者の関心を誘った時点」等，より詳細な会議内容を

検索することができ，プレゼンテーション資料やテキストの

議事録，ビデオや音声ファイル等多くの情報の中から，目的

の内容を効率的に検索することが可能になると考えられる． 
 

5. まとめと今後の課題 
本稿では「今会議で行われている内容」と，会議内容の「重

要度」の二点を考えて，会議内容をより詳細に検索する手法

を考えた．今後は，会議に限らず汎用的に用いることの出来

るようなシステムのフレームワークを考察していき，設計・

開発を行う． 
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